
問
　
７
月
か
ら
開
始
し
た
フ
ロ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
市
民
反
応

は
如
何
か
。

市
長
　
市
民
の
皆
様
の
反
応

は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
見
ま
す

と
、
賛
否
両
論
あ
る
も
の
の
、

肯
定
的
な
意
見
が
多
く
見
受
け

ら
れ
ま
す
。
今
後
も
市
民
の
皆

様
の
声
を
参
考
と
し
な
が
ら
、

フ
ロ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
市
民

の
皆
様
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
向

上
に
、
よ
り
結
び
つ
く
よ
う
努

力
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
環
境
問
題

問
　
大
関
調
節
池
の
環
境
整
備

に
ど
の
様
に
取
り
組
む
の
か
。

市
長
　
平
成
15
年
度
に
は
、
調

節
池
の
家
庭
雑
排
水
の
残
留
解

消
の
た
め
、
試
行
的
に
調
節
池

底
面
の
改
良
工
事
を
実
施
し
た

と
こ
ろ
で
す
。
今
年
度
は
、
環

境
美
化
を
目
的
と
し
て
、
調
節

池
周
辺
の
一
部
に
「
あ
や
め
」

を
植
栽
し
、さ
ら
に
引
き
続
き
、

調
節
池
底
面
の
改
良
工
事
を
行

う
予
定
で
す
。

問
　
印
旛
沼
の
水
質
改
善
に
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い

る
の
か
。

市
長
　
国
の
関
係
機
関
や
専
門

家
の
参
加
を
得
て
、
印
旛
沼
流

域
水
循
環
健
全
化
会
議
を
立
ち

上
げ
、
平
成
16
年
２
月
に
は
、

緊
急
行
動
計
画
を
策
定
し
ま
し

た
。
現
在
は
、
こ
の
計
画
に
基

づ
き
各
種
の
施
策
を
展
開
し
、

そ
の
効
果
を
確
認
す
る
行
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
本

市
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
公

共
下
水
道
の
整
備
や
合
併
浄
化

槽
の
普
及
促
進
、
雨
水
の
貯

留
・
浸
透
、
河
川
の
清
掃
な
ど

で
す
。

な
お
、
本
年
10
月
に

は
、
本
市
に
お
い
て
鹿
島
川
・

高
崎
川
流
域
で
活
動
す
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
団
体
の
意
見
交
換
会
と
し

て
、
第
２
回
印
旛
沼
わ
い
わ
い

会
議
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

問
　
公
共
下
水
道
の
進
捗
状
況

と
合
併
浄
化
槽
の
設
置
状
況
は

ど
う
か
。

市
長
　
公
共
下
水
道
の

進
捗
状
況
は
、
平
成
16

年
度
末
現
在
、
管
渠
延

長
98
・
３
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
、
整
備
面
積
３
９
８

ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
っ
て

お
り
、
こ
れ
に
よ
る
整

備
率
は
都
市
計
画
決
定

区
域
面
積
５
９
４
ヘ
ク

タ
ー
ル
に
対
し
て
67
％
、

全
体
計
画
流
域
面
積
１

千
30
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
対

し
て
38
・
６
％
で
す
。

合
併
浄
化
槽
の
設
置

状
況
は
、
平
成
16
年
度

末
現
在
、
約
９
千
基
で

す
。
な
お
、
現
在
も
約
６
千
基

の
単
独
浄
化
槽
が
使
用
さ
れ
て

い
る
の
で
、
合
併
浄
化
槽
に
切

り
か
え
て
い
た
だ
く
よ
う
引
き

続
き
補
助
制
度
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

問
　
緑
化
推
進
の
取
り
組
み
は

ど
う
か
。

市
長
　
現
在
、
農
家
の
方
々
を

対
象
に
調
査
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
今
後
も
緑
の
有

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が
発
揮

で
き
る
よ
う
、
地
域
の
緑
化
促

進
を
図
り
、
豊
か
な
自
然
と
共

存
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
子
育
て
支
援
の
充
実

問
　
市
民
か
ら
乳
幼
児
医
療
費

対
策
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
要

望
が
あ
る
の
か
。

市
長
　
医
療
費
助
成
内
容
に
つ

い
て
は
、
市
町
村
に
よ
り
県
の

基
準
を
超
え
て
年
齢
を
引
き
上

げ
る
等
、
一
部
独
自
の
助
成
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
が
、
市
の
窓
口
な
ど
に
お
い

て
、
特
に
助
成
の
拡
大
を
要
望

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

問
　
保
育
園
の
待
機
児
童
解
消

に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

く
の
か
。

市
長
　
今
後
の
待
機
児
童
解
消

は
、
本
年
３
月
に
策
定
し
た

「
八
街
市
次
世
代
育
成
支
援
行

動
計
画
」
に
も
盛
り
込
ん
で
あ

る
よ
う
に
、
私
立
保
育
園
を
導

入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
待
機
の

多
い
３
歳
未
満
児
の
受
け
入
れ

拡
充
を
図
る
と
と
も
に
、
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
併
設
す
る

こ
と
に
よ
り
、
子
育
て
支
援
体

制
の
さ
ら
な
る
充
実
・
強
化
を

図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
学
校
教
育
振
興

問
　
「
生
き
る
力
」
や
「
学
力

の
向
上
」
を
よ
り
高
め
て
い
く

た
め
に
も
、
今
一
度
八
街
市
教

育
セ
ン
タ
ー
の
見
直
し
を
し
て

は
ど
う
か
。

市
長
　
昨
年
は
、
幼
小
中
高
連

携
全
国
公
開
研
究
会
が
あ
り
ま

し
た
の
で
、
規
模
を
縮
小
し
ま

し
た
が
、
今
年
度
は
、
ほ
ぼ
一

昨
年
の
レ
ベ
ル
に
戻
し
て
い
ま

す
。内

容
は
、
実
技
研
修
と
し
て

情
報
教
育
研
修
会
、
ま
た
道
徳

指
導
法
研
修
会
、
教
育
相
談
講

座
、
学
校
人
権
教
育
研
修
会
等

で
す
。
ま
た
、
層
別
研
修
と
し

て
は
学
級
経
営
研
修
会
、
指
導

層
Ⅰ
（
教
務
主
任
研
修
会
）
、

ま
た
指
導
層
Ⅱ
（
教
頭
研
修

会
）、
学
年
主
任
研
修
会
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

◆
道
路
整
備

問
　
南
中
学
校
前
の
整
備
計
画

を
具
体
的
に
伺
う
。

市
長
　
主
要
幹
線
道
路
を
結
ぶ

幹
線
道
路
と
し
て
位
置
づ
け
、

既
に
概
略
設
計
が
完
了
し
て
い

ま
す
。

今
年
度
は
、
こ
の
概
略
設
計

を
も
と
に
市
道
四
木
28
号
線
の

狭
い
部
分
に
つ
い
て
の
道
路
改

良
工
事
を
既
に
発
注
し
た
と
こ

ろ
で
す
。
今
後
は
、
市
の
財
政

状
況
を
十
分
勘
案
し
、
計
画
的

に
整
備
を
進
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

問
　
市
道
１
１
４
号
線
（
一
休

交
差
点
〜
吉
倉
ス
リ
ー
エ
フ
）

の
整
備
計
画
を
具
体
的
に
伺
う
。

市
長
　
当
路
線
は
、
既
に
路
線

測
量
及
び
概
略
設
計
が
完
了
し

て
い
ま
す
の
で
、
今
後
は
財
政

状
況
を
勘
案
し
、
整
備
計
画
を

策
定
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

一 般 質 問

6 市議会だより｜平成17年（2005年）11月1日

山
本
　
義
一

個
人質問

日日
本本
共共
産産
党党

丸丸
山山
わわ
きき
子子

右右
山山
　　
正正
美美

京京
増増
　　
藤藤
江江

京
増
　
藤
江

代
表質問

◆
市
長
の
政
治
姿
勢

問
　
生
活
保
護
受
給
者
の
増
加

や
国
保
税
・
介
護
保
険
料
の
収

納
率
の
悪
化
等
市
民
の
生
活
は

深
刻
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
時

だ
か
ら
こ
そ
、
来
年
度
予
算
編

成
は
市
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守

る
も
の
に
す
べ
き
で
あ
る
。
そ

の
た
め
に
、
八
街
駅
前
の
約
１

�
大
関
調
節
池
底
面

▲市道114号線（吉倉区）


